
令和 2年度
日田市市民意識調査報告書　概要版

「愛着がある」「住みやすい」
と回答された方が増加！

日田市に対して

　「市民が主役のまちづくり」の実現に向けて、皆さまの意見を市政に
反映させるため、市民意識調査を実施しました。

愛着がある
70.9％
（平成30年度調査）

住みやすい
61.1％

（平成30年度調査） 69.0％
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75.4％



市民協働　きずなを強める　～人の力が活かされる ひた～

関心がない理由は？

参加したことのあるコミュニティ活動やボランティア活動などは？

日田市の市政への関心がある
市民の割合 57.9％

（平成30年度調査） 58.9％
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ひたってどんなイメージ？

難しくてよくわからないから

忙しくて考える暇がないから

必要な情報が得られないから

35.8％

15.5％

22.1％

地域の緑化、清掃などの
環境美化活動

市民体育大会などの
スポーツ活動

保健に関する活動
（健康教室、献血活動など）

青少年育成活動
（悩み相談や交流、子ども会活動など）

交通安全、防犯、防災活動

62.6％

47.3％

46.6％

34.5％

23.0％

〇地域での活動が盛んなまちだと思う
　　　　　　　　55.2％（平成 30年度調査） ➡　53.2％
〇最新の市政情報が手軽に入手できていると思う
　　　　　　　　41.3％（平成 30年度調査） ➡　50.2％
〇男性も女性も平等に生活や活動ができる
　　　　　　　　46.0％（平成 30年度調査） ➡　51.1％
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福祉　住む安心を高める　～いつまでも暮らしたい ひた～

身の回りの犯罪などに関して不安に感じることは？

安心して出産し、
子育てのしやすいまちだと思う
市民の割合

53.6％

ひたってどんなイメージ？

空き巣などの侵入犯罪

振り込め詐欺、架空請求などの
詐欺犯罪

悪質リフォーム、強引な訪問販売

連れ去り、誘拐などの子どもへの犯罪

個人情報流出など
プライバシー保護への不安

49.3％

46.5％

43.7％

24.6％

20.7％

48.6％
（平成30年度調査）

〇安心して医療が受けられる体制が整っていると思う
　　　　　　　　　　45.8％（平成 30年度調査） ➡　49.7％
〇防犯意識の高いまちだと思う
　　　　　　　　　　36.1％（平成 30年度調査） ➡　42.3％
〇健康づくりへの意識が高いまちだと思う
　　　　　　　　　　35.2％（平成 30年度調査） ➡　37.8％
〇高齢者が生きがいをもって暮らせるまちだと思う
　　　　　　　　　　33.4％（平成 30年度調査） ➡　35.8％
〇障がいのある人にとって暮らしやすい街だと思う
　　　　　　　　　　23.9％（平成 30年度調査） ➡　31.1％
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産業振興　やりがいと魅力をつくる　～価値を磨き続ける ひた～

産業振興のために、特に重要だと思うことは？

ひた産のものを意識して購入してる？
　(野菜、くだもの、川魚、家具、工芸品 など )

後継者・担い手の育成や確保

日田市の特性にあった
新たなビジネスモデルの創出

企業誘致施策の推進

情報発信の充実
（企業情報、特産品などのPRなど）

豊かな自然環境の活用

37.9％

25.1％

24.1％

21.7％

19.2％

駅周辺の広場や施設の整備状況

特に改善されたとは感じない

バスなどの公共交通

市内の公共施設のバリアフリー化

市内道路の整備状況

37.9％

31.2％

24.2％

20.4％

14.4％

生活基盤　安全で快適に暮らす　～便利も快適もそろえる ひた～

生活基盤について、以前と比べて改善されていると感じているものは？

ひたってどんなイメージ？

〇意識して日田産品を購入している
　　　　　　　　44.6％（平成 30年度調査） ➡　52.7％

〇公園や緑地がよく整備されたまちだと思う
　　　　　　　　49.7％（平成 30年度調査） ➡　59.0％
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教育・文化　学ぶ楽しさを増やす　～学ぶ機会に満ちる ひた～

ひたってどんなイメージ？

行ってみたい生涯学習は？
おこな

コンピュータ学習
（パソコン、インターネット、プログラミングなど）

家庭生活に役立つ学習
（料理、編み物、ライフプランなど）

職業上の学習
（仕事に関連した資格取得など）

文化芸術に関する学習や発表
（音楽、舞踊、絵画など）

健康分野の学習
（健康法、医学など）

32.9％

28.6％

27.8％

23.5％

21.8％

小・中学校の安全・安心に学べる環境づくりに必要だと思うことは？

いじめや不登校、非行などの
問題への適切な対応

地域の方々の見守り活動の推進
（交通事故防止、防犯対策）

児童生徒の安全と健康に配慮した環境の整備
（校舎、体育館、エアコン設置など）

教育に関する費用の負担軽減の推進

きめ細かな相談体制の整備
（不登校の未然防止、困りごと、悩み相談など）

43.1％

40.6％

25.3％

24.6％

22.8％

〇咸宜園や豆田町などの地域文化に誇りを感じる
　　　　　　　　65.3％（平成 30年度調査） ➡　66.8％



環境　水と緑を宝にする　～自然の宝を光らせる ひた～
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自然環境を保護し、緑豊かなまちをつくるために重要なことは？

自然環境に配慮した
緑豊かな市街地づくり

河川環境の保全

大気、水質、土壌の汚染への対策

水辺環境や田園景観の保全

ごみの不法投棄への監視強化

33.5％

26.0％

20.3％

19.4％

16.4％

地方創生　日田市まち・ひと・しごと創生総合戦略

今後若い世代がひたに住み続けたいと思うために、
重要な取組だと思うものは？

働きやすい市内企業の増加

自分に合った働き方を実現する
ための創業等の支援

移住者や若い世代と地域の人が
一緒に行うまちづくり活動への支援

市内企業の魅力や求人等の
情報発信の充実

多様な子育て環境に対応した
子どもの居場所づくり

67.3％

22.5％

17.7％

17.1％

16.4％



市の施策に対する「現在の満足度」と「今後の重要度」は？

市の施策に対する「現在の満足度」と「今後の重要度」の回答を点数化し、図で表しました。
図の右にあるほど満足度の点数が高く、上にあるほど重要度の点数が高い項目です。

今後の日田市において、
特に重点的に進めてほしいと思う施策は？
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道路・河川・公共交通の整備

子ども・子育て支援の推進

高齢者福祉の充実

学校教育の充実

減災対策と災害復旧

16.7％

15.9％

15.4％

11.6％

10.4％

Ⅰ：市民協働分野 Ⅲ：産業振興分野 Ⅴ：教育・文化分野

市民協働のまちづくり 農業・水産業の振興 学校教育の充実

市民サービスの充実・向上 林業の振興 文化芸術の振興

政策を実行・実現する行財政運営 商工業の振興 生涯学習の充実

観光の振興 スポーツ・レクリエーションの振興

互いに尊重しあえる社会の実現

Ⅱ：福祉分野 Ⅳ：生活基盤分野 Ⅵ：環境分野

健康づくり、保健・医療の充実 道路・河川・公共交通の整備 地域環境の保全

地域福祉の推進 住環境の整備と維持管理 良好な水資源の確保

子ども・子育て支援の推進 公園・緑地の整備と維持管理 資源循環と地球温暖化対策の推進

障がい者（児）福祉の充実 地域特性を活かした空間づくり 環境意識の向上

高齢者福祉の充実 情報通信基盤の整備と維持管理

防災・消防・救急体制の強化 減災対策と災害復旧

防犯体制、交通安全対策及び消費生活の充実
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〒877-8601　大分県日田市田島2丁目6番 1号　TEL 0973-22-8223　FAX 0973-22-8250
　　　　　　

https://www.city.hita.oita.jp/　　　kikaku@city.hita.oita.jp

多くの市民の皆様にご協力いただき、
ありがとうございました。

性別 年代
男性
43.5％

女性
54.8％

回答したくない
1.0％

無回答
0.8％

未成年
（16歳以上）
8.2％

20 歳代
10.0％

30 歳代
11.8％

40 歳代
14.9％50 歳代

16.5％

60 歳代
19.2％

70 歳以上
18.8％
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〇 調査区域　日田市全域
〇 調査対象　日田市内に居住する 16歳以上の男女
〇 抽出方法　住民基本台帳から無作為抽出
〇 調査方法　郵便による調査票の配布と
　　　　　　 郵送・Web併用による回収
〇 調査期間　令和２年 10月２日～ 10月 31 日
〇 回収結果　配布数 2,500 人　回収数 1,185 人
　　　　　　　　　　　　　　（有効回収率 47.4％）

調査概要

今回ご協力いただいた方々は

無回答
0.6％


